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1．はじめに 
 イタリアオペラにおけるヴェリズモオペラの始まりは、1890 年にローマ、コンスタ
ンツィ劇場で初演されたピエトロ・マスカーニ Pietro Mascagni (1863-1945)作曲の
《カヴァレリア・ルスティカーナ Cavalleria Rusticana》と言われている。そして、
そのマスカーニの作品に触発されるようにルッジェーロ・レオンカヴァッロ Ruggero 
Leoncavallo (1857-1919)が作曲した《道化師 I Pagliacci》は、1892 年にミラノ、ダ
ル・ヴェルメ劇場で初演される。その 2 作品は、ヴェリズモオペラを代表する作品で
あり、今日でも世界中の歌劇場で 2作品同時に上演され続けている。 
 このヴェリズモオペラが創作される前に、イタリアオペラを席巻していたのがジュ
ゼッペ・ヴェルディ Giuseppe Verdi (1813-1901)であった。彼の最晩年の傑作である
《オテッロ Otello》がミラノ、スカラ座で初演されたのは 1887 年である。ほぼ同じ時
代に作曲が行われたにもかかわらず、マスカーニの《カヴァレリア・ルスティカー
ナ》はヴェリズモオペラの始まりと言われ、その後に続くイタリアオペラの作曲家に
よる作品にもヴェリズモオペラと呼ばれる作品がある。 
 ヴェリズモ（verismo）という言葉の意味は、真実主義、現実主義、写実主義と訳
される。その語源は、本物の、真実の、実際の、といった意味のイタリア語の形容詞
ヴェーロ（vero）から派生した言葉である。では、なぜヴェリズモオペラと言われる
オペラ作品が創作されるようになったのか。 
本研究では、まずヴェリズモ以前に活躍したヴェルディの中期作品から最晩年の作
品における音楽とドラマの融合への試み、作品の題材における内容の変化に焦点を当
てる。ここで言う「音楽とドラマの融合」とは、音楽的な制約によって、ドラマの進
行が妨げられることなく、音楽とドラマが同時展開することを意味している。ヴェル
ディが最晩年に完成させた音楽とドラマの融合は、ヴェリズモオペラが創作された頃
の作品であるマスカーニの《カヴァレリア・ルスティカーナ》、レオンカヴァッロの
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《道化師》にどのような影響を与えたのかについて考察を行う。また、19 世紀半ばに
フランスでエミール・ゾラ Émile Zola （1840-1902）を中心に起こった自然主義文学
がどのようにヴェリズモオペラに影響を与えたのか。ヴェリズモオペラと言われる作
品にどのような題材が用いられているのかを、前述の２作品を取り上げて考察を行う。
その上で、イタリアオペラになぜヴェリズモオペラと呼ばれる新たなスタイルのオペ
ラ作品が誕生したのかを検証し、その始まりを明らかにする。 
 
2.ヴェリズモ以前のイタリアオペラ 
1）ヴェルディが試みた音楽とドラマの融合 
 19世紀のイタリアオペラは、ジュゼッペ・ヴェルディの時代と言える。ヴェルディ
はジョアキーノ・ロッシーニ Gioachino Rossini (1792-1868)、ヴィンチェンツォ・
ベッリーニ Vincenzo Bellini (1801-1835)、ガエターノ・ドニゼッティ Gaetano 
Donizetti (1797-1848)が築き上げたイタリアオペラの形式を受け継ぎながら、《ナブ
ッコ Nabucodonosor》(1842)《エルナーニ Ernani》(1844)《マクベス Macbeth》
(1847)など、それまでの作曲家たちにはない新たなオペラ作品を世に送り出してい
た。ヴェルディの初期から中期までの作品では、カヴァティーナ＝カバレッタ形式 1)
と呼ばれるイタリアオペラの因習的な形式などを用いて作曲が行われていたが、徐々
にその作風は変化してゆく。ヴェルディは中期 3部作と呼ばれる《リゴレット
Rigoletto》（1851）《イル・トロヴァトーレ Il trovatore》（1853）《椿姫 La traviata》
（1853）の中で新しい試みを行っている。 
ロマン派によるイタリアオペラ作品の中で、アリアと呼ばれる登場人物が心情を歌
う独唱曲ではカヴァティーナ＝カバレッタ形式で作曲される場合が多い。しかし、ヴ
ェルディは《リゴレット》の主人公リゴレットによって歌われる第 1幕、第 4曲のシ
ェーナ〈Pari siamo（二人は同じだ）〉[N.4]と、第 2幕で歌われる第 9曲のアリア
〈Cortigiani!（鬼よ、悪魔め！）〉[N.9]、またその娘であるジルダの第 1幕、第 6曲
で歌われるアリア〈Caro nome（愛しい名は）〉[N.6]では、それまでの形式に囚われ
ることのない新しいスタイルのアリアを創り出している 2)。 
《イル・トロヴァトーレ》においても新たな試みが見られる。それまでのオペラに
は序曲、もしくは前奏曲と言われる管弦楽による単独の楽曲がオペラ冒頭に配置され
ていた。ところが、《イル・トロヴァトーレ》では序曲や前奏曲が配置されておらず、
前奏からフェランドのシェーナ（独唱）へと繋がって行く。《イル・トロヴァトーレ》
では、登場人物のアリアの多くがカヴァティーナ＝カバレッタ形式で書かれている。
第 4幕、第 12曲のレオノーラのアリア〈D’amor sull’ali rosee（愛のため息よ、バラ
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色の翼にのって）〉[N.12]もカヴァティーナ＝カバレッタ形式で書かれているが、カヴ
ァティーナとカバレッタの途中に置かれた経過部テンポ・ディ・メッツォ（tempo di 
mezzo）の部分「ミゼレーレ（哀れみたまえ）」が異様に拡大されている。通常のカヴ
ァティーナ＝カバレッタ形式では見られない拡大された経過部テンポ・ディ・メッツ
ォ（tempo di mezzo）の部分は、通常の形式を崩してもヴェルディが訴えたかった新
たな作品のスタイルが浮かび上がったものと考えられる 3)。 
 《椿姫》においてもヴェルディは新たな試みを行っている。第 2幕中盤でヴィオレ
ッタとジェルモンによって歌われる第 5曲の 2重唱〈Pura siccome un angelo（天使
のように純粋な娘を）〉[N.5]、息子アルフレードのために、息子との別れをヴィオレ
ッタに要求する場面はかなりの緊迫感に満ちた場面である。ここでヴェルディは、登
場人物の心理状況やストーリー展開に合わせて、テンポや主題を次々に変化させてい
る。これまでの型通りの重唱ではなく、細かく緩急をつけることで音楽を停滞させる
ことなく、音楽とドラマが同時展開して行く音楽の継続的な流れが仕組まれた新たな
スタイルが生まれている。また、第 8曲のアリア〈Addio del passato bei sogni 
ridenti（さらば過ぎ去り日）〉[N.8]は、ヴィオレッタによって歌われるのだが、朗読
とアリアという手法も当時としては斬新であり、この場面は演劇的要素を前面に打ち
出した新たな場面と言える 4)。 
 このように、ヴェルディは中期 3部作と呼ばれる名作の中で、因習的な作曲手法か
ら脱却し、新たなスタイルを構築しようとしていたのである。 
2）題材における変化 
ヴェルディは音楽的な作風の変化だけではなく、作品として取り上げる題材におい
ても変化が表れている。中期 3部作までのオペラ作品の多くは、英雄的、貴族的な題
材を扱ったものが多かった。しかし、《リゴレット》の主人公は、貴族を楽しませるこ
とを仕事とする道化師、劇中では卑しい存在として扱われているキャラクターであ
る。また、《椿姫》の主人公であるヴィオレッタは娼婦であり、病を抱えながら純粋な
青年と純愛をし、その青年のために愛を諦め、最後には不治の病で亡くなるという悲
劇的なキャラクターである。中期の名作を生み出した頃のヴェルディは、それまでに
扱わなかった題材を取り上げることで、自分と変わらぬ苦悩する人間の心理や感情を
現実的に描くことに重点を置いていたのである。 
3）初演版《シモン・ボッカネグラ》が果たしたこと 
 1857年に、ヴェネツィアのフェニーチェ劇場で初演された初演版《シモン・ボッカ
ネグラ Simon Boccanegra》は、ヴェルディがかつて経験したことのない失敗作とな
った。中期 3部作で大きな成功を収め、その後パリ・オペラ座でも《シチリア島の晩
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鐘 Les vêpres siciliennes》（1855）で成功を収めたヴェルディは、初演版《シモン・
ボッカネグラ》でまた新たな試みを行ったのである。ヴェルディは、その試みを台本
作家であるフランチェスコ・マリア・ピアーヴェ Francesco Maria Piave (1810-
1876)に書いた 1856年 9月 12日の手紙の中で次のように述べている。 
 
今回は新しい試みとして、芝居の台本に音楽をつけるつもりなのです！5) 
 
 芝居の台本に音楽をつける、この試みが初演版《シモン・ボッカネグラ》の失敗を
招いた。このオペラの主人公はジェノヴァの海賊の棟梁である平民のシモン・ボッカ
ネグラ。この人物を中心に平民対貴族の構図でストーリーが展開されてゆく。その政
治的な内容は複雑で、登場人物もシモン・ボッカネグラの娘であるマリア以外は全員
男性であり、ヴェルディの作品の中でも暗く派手さのない作品となってしまったので
ある。しかも、タイトルロールであるシモン・ボッカネグラにはアリア（独唱曲）が
1曲も書かれていなかった。あまりにも演劇的要素の強い斬新なこの作品は当時の聴
衆に受け入れられることはなかったが、この冒険的とも言える音楽とドラマの融合の
試みは、後にヴェルディが生み出す作品に活かされるのである 6)。 
4）最晩年で完成を見せた音楽とドラマの融合 
初演版《シモン・ボッカネグラ》を作曲した後、ヴェルディは後期の名作である
《仮面舞踏会 Un ballo in maschera》(1859)《運命の力 La forza del destino》(1862)
《ドン・カルロス Don Carlos》(1867)、そして《アイーダ Aida》(1871)を作曲す
る。この時期の作品は、音楽的な都合によりドラマの中断がほとんどない作風となっ
ている。 
1871年 12月にエジプト、カイロで《アイーダ》が初演された同年 11月に、ボロー
ニャでリヒャルト・ワーグナー Richard Wagner（1813-1883）の《ローエングリン 
Lohengrin》（1850）がイタリア初演された。この公演で、ヴェルディは《ローエング
リン》のスコアを持って客席で聴いていたのである。《ローエングリン》の評価を、ヴ
ェルディはスコアに書き残している。そのメモには「全体の印象は平凡。音楽は美し
く、明快なところには思想がある。劇は台詞と同じ早さでゆっくり進行しており退屈
である 7)」と書き記されている。この時期、イタリアではミラノを中心にスカピリャ
トゥーラ scapigliatura（蓬髪(ほうはつ)主義）と呼ばれる伝統から解放された自由奔
放な考え方が芸術家たちの間で流行していた。イタリア人の音楽家、評論家たちの間
でもワーグナーを讃え、ヴェルディを伝統的なことを踏襲するだけの作曲家として批
判する者もいたのである 8)。そのようにワーグナーを称賛し、ヴェルディを批判する
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者もいたが、1872年 2月に《アイーダ》はスカラ座でイタリア初演され絶大な成功を
収めるのであった。 
《アイーダ》を書き終えてから、ヴェルディはしばらくの間作曲の筆を置くことに
なる。この大きな原因は、信頼できる台本作家の不在であった。優れたオペラ作品に
は優れた台本作家が必ず存在している。その優れた台本作家が、ヴェルディに作曲意
欲を抱かせるような台本を書き上げることができるのであった。ワーグナーに傾倒し
ていたスカピリャトゥーラの中に、後に《オテロ》の台本を書くことになるアリゴ・
ボーイト Arrigo Boito (1842-1918)がいた。若き日のボーイトはワーグナーに傾倒
し、一時ヴェルディとの仲が険悪になるほどであった。ボーイトは自ら台本を書き上
げ、作曲も行うほどの才能に恵まれていた。ボーイトは、アミルカレ・ポンキエッリ
Amilcare Ponchielli（1834-1886）の《ラ・ジョコンダ La Gioconda》（1876）の台本
を手がけるなど台本作家としても活躍していたのである。 
 1879年、出版社のジューリオ・リコルディ Giulio Ricordi（1840-1912）が、ヴェ
ルディにオペラを作曲させようと画策する。ヴェルディが最も敬愛する作家であるウ
ィリアム・シェイクスピア William Shakespeare(1564-1616)の『オセロ Othello』
（1602）の台本を不仲であったボーイトに書かせ、その台本をヴェルディに渡したの
である。リコルディはボーイトの台本作家としての才能を見逃さなかった。そして、
その台本を読んだヴェルディは、ボーイトの台本作家としての力量を認めるのであっ
た。しかし、長期間作曲活動を休止していたヴェルディは、《オテロ》の作曲が思うよ
うに進まなかった。そこでリコルディは、ヴェルディとボーイトの関係性を向上させ
るために、初演版《シモン・ボッカネグラ》の改訂を提案する。ヴェルディとボーイ
トは限られた時間の中で部分的に改訂を行った。この改訂における特徴は、初演版で
配置されていた前奏曲を削除し、新たに単独曲ではない前奏が配置され、音楽が中断
する事なく登場人物が歌い始める手法を採用している。シモン・ボッカネグラの娘で
あるマリアのアリア（独唱曲）では、カヴァティーナ＝カバレッタ形式で書かれてい
たものをカバレッタが存在しない形に改訂した。登場人物が歌う旋律線も改訂が施さ
れ、装飾的な旋律線は影を潜め、技巧ではなく、歌い手の声そのもので表現しなけれ
ばならない劇的な旋律線へと変化したのである。また、ボーイトはドラマの進行を効
果的に進めるために 1幕フィナーレの設定変更を行っている。この結果、ドラマの進
行は音楽的な都合によって中断されることなく、より演劇的要素の強い改訂が音楽と
台本に施されたのである。改訂版《シモン・ボッカネグラ》は、1881年 3月 21日に
ミラノ、スカラ座で初演され大きな成功を得ることになった。この改訂における音楽
とドラマの融合はオペラ全編で実現することはなかったが、ヴェルディは最晩年の傑
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作である《オテロ》《ファルスタッフ Falstaff》(1893)において、曲と曲の継ぎ目など
も見受けられない完全な音楽とドラマの融合がなされたオペラ作品を完成させたので
ある。 
 
3．ヴェリズモオペラの始まり 
1）ソンゾーニョ社によるオペラ作曲コンクール 
 ヴェリズモオペラの始まりの契機となったのが、1883年から出版社のソンゾーニョ
社によって始められた新人オペラ作曲家を発掘するためのオペラ作曲コンクールであ
る。ミラノの実業家であり出版社を経営していたエドアルド・ソンゾーニョ Edoardo 
Sonzogno（1836-1920）は、当時イタリア最大の音楽出版社であったリコルディ社に
対抗しようとしていた。オペラ作曲コンクールの目的は、優れた新人オペラ作曲家を
発掘し、その作曲家の作品を出版することや著作権などで利益を得るためであった。
このコンクールの特徴は 1幕物のオペラ作品を募集していたことである。当時のオペ
ラは 4幕程度で成り立っており、1幕物の短いオペラは珍しいものであった。また、
オペラ作曲コンクールの最優秀作品を獲得した作曲家には、その作品を劇場で公演と
して披露するという特典が与えられた。オペラの公演には多額な費用がかかることを
考えたソンゾーニョは、オペラを上演する費用抑えることを考えた上で、通常のオペ
ラと比較すると短い 1幕物のオペラを募集したのである 9)。このオペラ作曲コンクー
ルは、第 1回のコンクールでジャコモ・プッチーニ Giacomo Puccini(1858-1924)の処
女作である《妖精ヴィッリ Le Villi》(1884)が応募されたが入賞するには至らなかっ
た（後にリコルディ社によって上演され大成功を収める）。1888年に第 2回のコンク
ールが開催され、ヴェリズモオペラの始まりと言われるマスカーニの《カヴァレリ
ア・ルスティカーナ》が最優秀作品に選ばれるのである。 
2）ヴェリズモ文学の題材を扱ったオペラの始まり 
⑴《カヴァレリア・ルスティカーナ》 
《カヴァレリア・ルスティカーナ》の原作は、ジョヴァンニ・ヴェルガ Giovanni 
Verga（1840-1922）原作の同名小説『カヴァレリア・ルスティカーナ』である。この
原作は、1880年 3月に『ファンフッラ』誌で発表され、戯曲としても 1884年 1月に
トリノのカリニャーノ劇場で初演が行われ成功を収める 10)。この戯曲を観劇したマス
カーニは、《カヴァレリア・ルスティカーナ》の作曲を考えるのである。オペラ作曲コ
ンクールの締め切りに間に合うように、台本作家であるジョヴァンニ・タルジョーニ
＝トッツェッティ Giovanni Targioni-Tozzetti (1863-1934)は友人であるグイード・メ
ナッシ Guido Menasci (1867-1925)の協力を得て台本を完成させた。マスカーニは当
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初、《グリエルモ・ラトクリフ Guglielmo Ratcliff》(1895)というハイネ原作のオペラ
作品を 1幕に改作して応募しようとしていたが、《カヴァレリア・ルスティカーナ》を
コンクール作品として提出したのである 11)。《カヴァレリア・ルスティカーナ》は、
前述の通り 1890年にローマ、コンスタンツィ劇場で初演され大成功を収めた。 
 この『カヴァレリア・ルスティカーナ』というヴェルガによるヴェリズモ文学の題
材は、これまでのオペラ作品にはない題材であった。その内容は、シチリア島のとあ
る村で、トゥリッドゥという若者が恋人のローラと結婚の約束をしていた。しかし、
トゥリッドゥが兵役で戦争に行っている間に恋人のローラは村の馬車屋のアルフィオ
と結婚してしまうのである。彼女のことを忘れられないトゥリッドゥであったが、そ
の思いを打ち消すように別の女性であるサントゥッツァに思いを寄せる。ところが、
それを知ったローラは邪魔するようにトゥリッドゥに近づき不貞を働くのである。そ
の不貞をサントゥッツァはあろうことかローラの夫であるアルフィオに告げ口する。
その結果、トゥリッドゥとアルフィオはカヴァレリア・ルスティカーナ（田舎騎士
道）に従って決闘を行う。その一部始終を見ていた村人の一人が「トゥリッドゥが殺
された！」と叫びながら村人たちに訴え出たところで物語は幕を閉じる。 
 このような、愛憎劇はこれまでのオペラ作品にも取り上げられていた。しかし原作
がヴェリズモ作品によるオペラは、この《カヴァレリア・ルスティカーナ》が初めて
であった。 
⑵《道化師》 
 《道化師》は、レオンカヴァッロによって作曲され、1892年にミラノ、ダル・ヴェ
ルメ劇場で初演された。このオペラはレオンカヴァッロが《カヴァレリア・ルスティ
カーナ》の成功を見て、それに触発されるように作曲することを思い立った作品であ
る。《道化師》は、1幕物のオペラとして構想されていたが、内容を明確にするために
2幕物として作曲されることになった。台本はレオンカヴァッロが自ら作成し、5か月
ほどで作品を完成させた。その作品をソンゾーニョ社が買い取り、1892年に初演され
大成功を収めたのである 12)。 
 この《道化師》における題材もまた、これまでのオペラ作品には見受けられない内
容であった。その内容は、南イタリアのある村に旅回りの一座が到着するところから
始まる。さして娯楽もない村人たちとって、その一座の興行は待ちに待ったものであ
った。村の人々に囲まれながら座長のカニオは自らが出演する公演の宣伝を行う。彼
の妻は、看板女優のネッダであった。そのネッダに心を寄せるのが座付きの役者であ
るトニオ。村人たちの前でトニオはネッダに近づこうとするが、それに気づいたカニ
オが平手打ちを喰らわせ、妻に手を出す者は酷い目に合うと警告を与える。美しきネ
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ッダはその様子を見て不安になる。その理由は、ネッダは村の青年であるシルヴィオ
と恋仲であったからだ。人気のいなくなったところにシルヴィオが現れ、ネッダに 2
人の愛が本物であれば村から去ろうと迫る。トニオはその様子をカニオに知らせ、カ
ニオはネッダとシルヴィオが駆け落ちの約束をするところを目撃する。激怒したカニ
オは相手の名前を言えとネッダに問いただすが何も答えようとしない。さらにネッダ
に迫るカニオであったが、座付き役者のペッペに、芝居を見るために村人が集まって
いるから準備をしないとまずいことになると告げられる。カニオは、道化役の衣装を
着けながら、こんな時に芝居の支度をしなければならないのかと独り嘆く。人々が集
まったところで芝居が始まる。その芝居は、妻が浮気をするという話で、妻役をネッ
ダが演じ、カニオが夫役を演じた。劇中で浮気相手の男と交わす妻の言葉が、先刻実
際に聞いた言葉と変わりないことでカニオは心を取り乱してゆく。カニオは出番とな
り芝居を演じていたのだが、怒りのあまり道化役なのか、自分自身なのか冷静さを失
ってゆく。カニオはネッダに舞台上で事の真意を問いただすが、ネッダも役を忘れて
それを拒絶する。観客は迫真の演技であると勘違いしてその芝居に熱狂する。やが
て、怒り狂ったカニオはネッダをナイフで刺す、それを制止しに現れたシルヴィオも
刺し、観客も芝居でないことに気づき大混乱になる。すべてが終わったと悟ったカニ
オは、観客に向かって「喜劇は終わったのです！」と告げて幕が閉じる。 
 このレオンカヴァッロが創作したオリジナルのストーリーは、彼の父親が判事を務
めていたときに、実際に取り扱われた事件をヒントにして考えられたものである。ヴ
ェリズモ作家による原作ではないが、やはりその内容は《カヴァレリア・ルスティカ
ーナ》と同様に庶民的な主人公が悲劇的な結末を迎えるものである。 
 
4.ヴェリズモ文学の影響  
1）文学におけるヴェリズモ 
 文学におけるヴェリズモは、19世紀末にフランスでエミール・ゾラを中心に発生し
た自然主義文学の影響を受けて、イタリア南部で始まった真実主義による文学作品の
ことである。代表的な作家として、ルイージ・カプアーナ Luigi Capuana (1839-
1915)、ジョヴァンニ・ヴェルガなどが挙げられる。ヴェリズモ作品の特徴は、庶民を
主人公とし、日常生活を舞台に抑制のきかない行動が悲劇的結末をもたらす過程をリ
アルに描く、というものである 13)。 
 
2）ヴェリズモオペラの始まりにおける題材 
 ヴェリズモオペラではどのような題材が用いられているのだろうか。まず、《カヴァ
50
レリア・ルスティカーナ》では、前述の通りヴェルガの原作によるもので、ヴェリズ
モの文学作品が題材として用いられている。主人公であるとトゥリッドゥは兵役に行
かなければならない庶民であり、抑制のきかない行動から命を失う悲劇的な結末を迎
える過程が生々しく描かれている。また、オペラ化されることはなかったが、《カヴァ
レリア・ルスティカーナ》の原作を書いたヴェルガは、プッチーニがオペラ化を考え
ていた『ルーパ（牝狼）La Lupa』(1880)という作品も残している。その作品は『カ
ヴァレリア・ルスティカーナ』よりもあまりに強烈すぎたため、プッチーニは作曲を
断念したと考えられている 14)。《道化師》は、ヴェリズモ作家による原作ではないが、
内容的には庶民的な題材であり、抑制の効かない行動で主人公であるカニオが悲劇的
な結末を迎えるという点では共通している。作曲者であるレオンカヴァッロは《カヴ
ァレリア・ルスティカーナ》に刺激を受け、ヴェリズモ文学的な内容を持つ台本を自
ら作成したのである。 
  
5.ヴェリズモオペラにおける音楽とドラマの融合 
 マスカーニが作曲した《カヴァレリア・ルスティカーナ》における音楽とドラマの
融合はどのようになっているのだろうか。まず、オペラの冒頭には単独の序曲、前奏
曲は配置されておらず、前奏からトゥリッドゥが歌うシチリアーナ（独唱曲）へと続
くスタイルである。前奏からシチリアーナの間には終止線が書かれずに音楽は途切れ
ることなく連続している。しかし、全幕を通して終止線が書かれ、音楽が中断する箇
所がいくつか存在している。だが、これはナンバーオペラ 15)のように楽曲ごとの区分
ではなく、ある程度大きな区分ごとに終止線が書かれていることから、音楽の中断で
はなく、音楽上の間（ま）と捉えることも可能である。一方で、ヴェルディの最晩年
の作品である《オテロ》の場合、幕の中には終止線がどこにも書かれておらず、音楽
は中断することなくドラマと共に連続するスタイルとなっている。これはレオンカヴ
ァッロの《道化師》でも同じスタイルが採用されている。《道化師》は、プロローグ、
1 幕、間奏曲、2 幕で構成されている。幕の途中で終止線が書かれているのは 2 幕の劇
中劇が始まる前の 1 カ所のみである。この終止線は、劇中劇の始まりという言わば仕
切りのような終止であり、理にかなったものである。他の部分は、ヴェルディの《オ
テロ》と同様に音楽とドラマが中断しないスタイルとなっている。 
ヴェルディは、イタリアオペラにおいて音楽とドラマの融合を完成させた。その手
法は、《カヴァレリア・ルスティカーナ》《道化師》にも取り入られており、ヴェリズ
モオペラの始まりにも影響を与えていると言える。また、イタリアオペラの作曲家で
はないが、ドイツの作曲家であるワーグナーの存在も忘れてはならない。1871 年にボ
51
ローニャで行われたワーグナーの《ローエングリン》のイタリア初演以降、イタリア
でもワーグナーの人気が高まることになる 16)。その人気の勢いは凄まじく、イタリア
の若き音楽家たちの中にもワーグナーを崇拝する者が現れた。ヴェルディのようにイ
タリアオペラを基盤にオペラを作曲するのではなく、ワーグナー的な作風に憧れる音
楽家も少なくなかった。ワーグナーもまたヴェリズモオペラの始まりに影響を与えた
作曲家と言える。 
 
6.まとめ 
 本研究では、ヴェリズモオペラが創始される以前にイタリアオペラを席巻した、ヴ
ェルディの中期 3 部作以降の作品に焦点をあてるところから考察を行った。ヴェルデ
ィは、ロッシーニ、ベッリーニ、ドニゼッティが築き上げたイタリアオペラの形式を
継承しながらも、中期 3 部作とよばれるオペラ作品でそれまでの形式からの脱却を図
ろうとしていた。それまでのオペラ作品に取り上げられることがなかった題材を扱う
ことで、人間の本質的な心理や感情を作品の中で描くことに成功したのである。この
成功の後、ヴェルディは初演版《シモン・ボッカネグラ》で冒険的とも言える「芝居
の台本に音楽をつける」試みを行うが、演劇的要素の強すぎる作品は当時の聴衆に受
け入れられることはなかった。しかし、この冒険的な挑戦は後期作品への布石となり、
音楽とドラマの融合は後期作品において飛躍的な進化を遂げるのである。その結果、
ヴェルディは最晩年に《オテロ》と言う傑作で完全に音楽とドラマの融合を果たすの
である。このヴェルディが築き上げた音楽とドラマの融合、人間の本質的な心理や感
情を劇的に描く手法は、ヴェリズモオペラの作品にも影響を与えることになる。 
 ヴェリズモオペラが誕生したきっかけは、ソンゾーニョ社が行った 1 幕物のオペラ
作曲コンクールである。マスカーニは、そのコンクールに応募する前に、当時好評を
博していたヴェリズモ文学を原作とした戯曲『カヴァレリア・ルスティカーナ』を見
た。その舞台を見たことでマスカーニはイタリアオペラで初めてヴェリズモ文学を題
材として扱った歌劇《カヴァレリア・ルスティカーナ》を作曲するのである。その
《カヴァレリア・ルスティカーナ》の成功に触発されたレオンカヴァッロは、ヴェリ
ズモ的な内容を持つオリジナルのストーリーを考え、自ら台本を書き、わずか 5 か月
で作品を完成させ成功を収めるのである。この 2 つの作品は、イタリアオペラにおけ
る新たな時代を切り開いた作品と言える。なぜなら、ヴェルディが最晩年に作曲を行
った《オテロ》によって、イタリアオペラはロマン派的な作風による極みに達してい
たのである。その後に続く作曲家たちは、同じような表現方法ではなく、極めて劇的
な表現方法を持たなければ世に出ることが叶わなかったのである。その表現方法の新
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たな手段として真実主義によるヴェリズモ文学作品の題材が用いられ、より劇的な内
容を持つオペラ作品が生み出されることに繋がったのである。 
イタリアオペラにおけるヴェリズモの始まりとは、ヴェルディによってイタリアオ
ペラにおける音楽とドラマの融合が完成されたスタイルとして確立されていたこと、
ソンゾーニョ社によって新人発掘のオペラ作曲コンクールが行われていたこと、ヴェ
リズモ文学による真実主義的な表現方法がイタリアオペラに用いられるようになった
こと、これらの 3 つの要素が重なったことでイタリアオペラにおけるヴェリズモが誕
生することになったのである。 
 
【注】 
1）前半のカヴァティーナはゆったりしたテンポで美しい旋律を歌い上げ、後半のカバ
レッタでテンポが速くなり技巧的な歌を聴かせる 2 つの曲から成る形式
2）渡邉（2018）p.12 
3）渡邉（2018）p.18 
4）渡邉（2018）p.22 
5）小畑 (2015) p.15 
6）渡邉（2018）p.30 
7）タロッツィ（1992）p.138 
8）小畑 (2004) p.148 
9）南條（2004）p.25 
10）河島（2018）p.253 
11）小瀬村（2011）p.124 
12）ジラルディ（2010）p.436 
13）水谷（2015）p.240 
14) 辻（2014）p.34 
15）複数の楽曲から成り立つオペラ、それぞれの楽曲に番号が振られているのでナン
バーオペラと呼ばれている。 
16）水谷（2015）p.239 
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